


【
序
章
】

大
澤
壽
人
、

再
会
の
き
っ
か
け
は

「
お
の
こ
ろ
会
」

ⅰ 

ひ
と
く
ち
勉
強

　

我
々
第
一
六
期
生
有
志
は
年

末
に
毎
年
同
窓
会
「
お
の
こ
ろ

会
」
を
開
催
し
て
い
る
。
昨
年

で
一
七
回
目
。
会
場
は
大
阪
に

始
ま
り
、
三
ノ
宮
・
神
戸
・
そ

し
て
数
年
前
か
ら
舞
子
駅
前
へ

と
淡
路
島
に
す
り
寄
っ
て
来

た
。
―
ひ
と
つ
の
加
齢
現
象
か

（
笑
）
―

　

参
加
者
も
四
〇
名
程
度
に
な

り
三
年
前
か
ら
柳
圭
吉
先
生
・

徳
田
泰
治
先
生
に
も
出
席
い
た

だ
い
て
い
る
。
ビ
ル
の
七
階
か

ら
淡
路
島
が
真
正
面
に
見
え
る

レ
ス
ト
ラ
ン
を
見
つ
け
、
こ
こ

が
お
決
ま
り
の
会
場
。
ワ
イ
ワ

イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
二
時
間
程
。
お
開

き
は
い
つ
も
同
じ
、
全
員
で
母

校
と
淡
路
島
に
向
か
い
大
声
の

校
歌
斉
唱
で
締

め
括
る
。

　

三
年
前
、
折

角
の
機
会
だ
か

ら
こ
の
会
で
”
淡

路
島
の
事
・
母

校
の
事
の
ひ
と

く
ち
勉
強
“
を
や

ろ
う
と
の
声
が

あ
が
っ
た
。
翌

年
の
第
一
回
は

長
尾
秀
美
君
が

調
べ
た
「
校
章

の
由
来
に
つ
い

て
」。
第
二
回
の

当
番
に
な
っ
た

小
生
は
「
校
歌

に
つ
い
て
」を
選
ん
だ
。（
昨
年
・

第
三
回
は
「
淡
路
島
の
芭
蕉
句

碑
に
つ
い
て
」）

ⅱ 

大
澤
壽
人
？ 

　

さ
て
「
校
歌
に
つ
い
て
」
で

は
作
詞
者
と
作
曲
者
に
つ
い
て

の
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
に

し
、
母
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
作
詞
→
竹
中 

郁　

作
曲
→

大
澤
壽
人
の
情
報
を
得
た
。
竹

中 

郁
は
優
れ
た
近
代
詩
人
で
あ

る
と
の
知
識
は
あ
っ
た
。
そ
れ

で
は
、
大
澤
壽
人
（
お
お
さ
わ

ひ
さ
と
）
と
は
ど
ん
な
人
な
の

か
？
竹
中 
郁
と
バ
ラ
ン
ス
が
と

れ
る
レ
ベ
ル
の
人
な
の
だ
ろ
う

が
皆
目
判
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索
。
す
る

と
眼
前
に
大
澤
壽
人
ワ
ー
ル
ド

が
広
が
っ
て
来
た
。

【
第
一
楽
章
】

大
澤
壽
人
・
没
後
半
世
紀

　

忘
れ
ら
れ
て
い
た

稀
代
の
天
才
作
曲
家

　

ネ
ッ
ト
検
索
他
で
種
々
の

デ
ー
タ
を
集
め
る
傍
ら
、
大
澤

作
品
の
Ｃ
Ｄ
が
リ
リ
ー
ス
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
知
り
早
速
買
い

求
め
た
。
ま
ず
ピ＊

ア
ノ
協
奏
曲

第
三
番
を
聴
い
た
が
素
晴
ら
し

い
曲
だ
。
第
二
次
世
界
大
戦
前

に
日
本
人
に
よ
り
こ
れ
ほ
ど
の

曲
が
作
曲
さ
れ
て
い
た
と
は
、

し
か
も
こ
れ
ほ
ど
の
曲
が
ほ
ぼ

七
〇
年
に
わ
た
り
演
奏
さ
れ
て

こ
な
か
っ
た
こ
と
に
二
重
の
驚

き
を
禁
じ
得
な
い
。

＊
「
日
本
作
曲
家
選
輯
・
大
澤
壽
人
」

ロ
シ
ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
（
平
成
一
五
年
三
月
モ
ス
ク
ワ

に
て
録
音
）

ⅰ 

音
楽
環
境

　

大
澤
は
明
治
三
九
年
神
戸

市
の
裕
福
な
家
庭
に
生
ま
れ

た
（
父
は
神
戸
製
鋼
創
設
に
参

画
し
た
実
業
家
、
母
は
ク
リ
ス

チ
ャ
ン
）。
幼
少
時
母
親
か
ら

ピ
ア
ノ
の
手
ほ
ど
き
を
受
け
、

後
に
「
深
江
文
化
村
」
の
亡
命

ロ
シ
ア
人
ピ
ア
ニ
ス
ト
（
ロ
シ

ア
の
音
楽
院
の
教
授
で
あ
っ
た

ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
ル
ー
チ
ン
）

等
に
ピ
ア
ノ
の
指
導
を
受
け
た

（
い
わ
ゆ
る
「
阪
神
間
モ
ダ
ニ

ズ
ム
」
の
洗
礼
を
受
け
た
）。

関
学
在
学
中
に
内
外
の
プ
ロ
の

音
楽
家
と
一
緒
に
各
地
の
演
奏

会
に
出
演
す
る
と
と
も
に
、
自

己
流
で
作
曲
・
編
曲
に
も
取
り

組
ん
だ
（
関
学
行
進
曲
他
を
発

表
）。
一
介
の
ア
マ
チ
ュ
ア
な

が
ら
昭
和
初
期
、
神
戸
や
大
阪

で
は
も
う
充
分
に
目
立
っ
た
音

楽
家
の
一
人
だ
っ
た
。

ⅱ 
留
学
時
代

昭
和
五
年
・
二
四
歳
～
昭
和
一
一
年
・

三
〇
歳
（
ボ
ス
ト
ン
四
年
パ
リ
二
年
）

　

関
学
卒
業
後
ボ
ス
ト
ン
大
学

ス
ミ
ス
教
授
に
招
か
れ
世
界
の

音
楽
の
メ
ッ
カ
の
ひ
と
つ
ボ
ス

ト
ン
へ
。
正
式
に
作
曲
と
音
楽

理
論
を
勉
強
す
べ
く
同
大
学
音

楽
学
部
、
さ
ら
に
ニ
ュ
ー
イ
ン

グ
ラ
ン
ド
音
楽
院
に
入
学
し

た
。
有
名
な
コ
ン
バ
ー
ス
博
士

の
薫
陶
を
受
け
、
や
が
て
ボ
ス

ト
ン
で
新
進
作
曲
家
と
し
て
知

ら
れ
る
存
在
に
な
っ
て
い
た
。

大
学
卒
業
後
ボ
ス
ト
ン
交
響
楽

団
を
指
揮
し
、
自
作
の
交
響
曲

第
一
番
・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
一

番
等
を
披
露
。
小
沢
征
爾
に
先

駆
け
る
こ
と
四
〇
年
、
同
楽
団

を
指
揮
し
た
初
の
日
本
人
と

な
っ
た
。
ラ
ジ
オ
を
通
じ
ピ
ア

ノ
曲
・
室
内
楽
曲
等
の
自
作
品

を
発
表
し
た
。

　

昭
和
九
年
大
澤
は
そ
の
音
楽

的
技
術
を
よ
り
完
璧
な
も
の
に

す
る
た
め
パ
リ
へ
移
り
、
高
名

な
ポ
ー
ル
・
ド
ユ
カ
ス
と
ナ
デ

イ
ア
・
プ
ー
ラ
ン
ジ
ェ
に
師
事
。

翌
年
コ
ン
セ
ー
ル
・
パ
ド
ウ

ル
ー
管
弦
楽
団
を
指
揮
し
、
パ

リ
で
作
曲
し
た
交
響
曲
第
二
番
・

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番
を
上
演

し
大
成
功
を
収
め
た
。
そ
し
て
、

華
麗
な
六
年
間
の
留
学
期
を
締

め
括
り
昭
和
一
一
年
に
帰
国
し

た
。
こ
の
間
大
澤
の
主
要
作
品

の
多
く
が
作
曲
さ
れ
た
。

ⅲ 

帰
国
直
後

　

然
し
な
が
ら
、
意
気
揚
々
と

帰
国
し
た
大
澤
が
東
京
・
大
阪

で
幾
度
か
催
し
た
作
品
発
表
会

は
十
分
な
評
価
を
得
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
反
省
か
ら
、
よ

り
平
明
さ
や
伝
統
に
配
慮
し
て

作
曲
し
た
交
響
曲
第
三
番
と
ピ

ア
ノ
協
奏
曲
第
三
番
も
同
様

だ
っ
た
。
演
奏
技
術
的
に
も
作

風
的
に
も
当
時
の
日
本
で
は
受

け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。（
今
回
の
帰
国
は
一
時
的

な
も
の
で
あ
り
）
大
澤
は
自
分

を
評
価
し
て
く
れ
る
欧
米
へ
活

動
の
場
を
移
し
た
か
っ
た
が
戦

局
の
悪
化
で
叶
わ
な
か
っ
た
。

ⅳ 
戦
中
戦
後

　

日
本
の
間
尺
に
合
っ
た
仕
事

を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
大
澤

は
音
楽
発
信
の
場
を
演
奏
会
か

ら
ラ
ジ
オ
・
映
画
・
宝
塚
の
レ

ビ
ュ
ー
な
ど
の
た
め
の
作
曲
と

演
奏
等
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
費
や
す
よ
う
に
な
っ
た
。
戦

後
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
朝
日
放
送
で
番

組
を
持
ち
聴
衆
へ
の
啓
蒙
的
役

割
を
担
っ
て
い
た
。
映
画
音
楽

は
溝
口
健
二
監
督
・
吉
村
公
三

郎
監
督
等
の
作
品
で
約
三
〇
本

に
及
ぶ
（
余
談
だ
が
、
大
澤
の

そ
ば
で
楽
譜
運
搬
係
を
し
て
い

た
関
学
の
後
輩
が
後
の
高
島
忠

夫
で
あ
る
）。
神
戸
女
学
院
大

学
で
教
職
に
も
就
い
た
。
昭
和

二
五
年
前
後
か
ら
社
歌
・
校
歌

等
の
作
曲
依
頼
も
増
え
て
来

た
。「
時
代
の
寵
児
」
と
言
え

る
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
活
躍

ぶ
り
で
常
に
多
忙
を
極
め
た
。

　

そ
ん
な
あ
る
日
、
神
戸
女
学

院
大
学
の
大
澤
の
研
究
室
へ
淡

路
島
か
ら
県
立
高
校
の
先
生
が

校
歌
作
曲
の
依
頼
に
訪
ね
て
来

た
。
竹
中
の
紹
介
だ
っ
た
。（
津

高
新
聞
に
よ
る
と
校
歌
制
定
に

あ
た
っ
て
音
楽
担
当
の
横
山
国

男
、
生
徒
会
担
当
の
広
田
楠
美

両
先
生
が
中
心
に
な
っ
た
と
記

載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
恐
ら
く

横
山
先
生
が
作
曲
依
頼
に
行
か

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。）

【
第
二
楽
章
】

そ
し
て
運
命
の昭

和
二
八
年
―

　

校
歌
作
曲
依
頼
、

　
　
　

校
歌
制
定
、

大
澤
の
急
逝

ⅰ
校
歌
制
定
過
程

　

津
高
新
聞
（
当
時
は
津
高
新

聞
と
称
す
る
時
期
が
あ
っ
た
）

に
よ
る
と
、
昭
和
二
八
年
一
月

二
九
日
竹
中
の
歌
詞
が
母
校
に

着
く
、
二
月
三
日
に
竹
中
の
紹

介
で
大
澤
へ
作
曲
正
式
依
頼
、

（
大
澤
の
創
作
ノ
ー
ト
に
二
月

一
一
日
作
曲
と
の
メ
モ
）
二
月

二
五
日
志
筑
公
会
堂
で
の
卒
業

式
で
卒
業
生
・
在
校
生
・
学
校

側
等
校
歌
斉
唱
（
制
定
式
）
と

の
記
載
が
あ
る
。
以
下
（
い
い

機
会
な
の
で
）
同
新
聞
・
エ
ン

ジ
の
青
春
・
六
〇
年
の
あ
ゆ
み

の
記
事
に
よ
り
校
歌
制
定
ま
で

の
経
緯
を
や
や
詳
し
く
追
っ
て

み
る
。（
巽 

靖
弘
・
脇 

素
子
両

先
生
に
貴
重
な
資
料
を
用
意
し

て
頂
き
ま
し
た
）。

①
沸
き
起
こ
る
校
歌
制
定
運
動

　

母
校
が
発
足
し
て
四
年
経
過

し
た
昭
和
二
六
年
に
な
る
と
学

習
・
生
徒
会
・
文
化
・
体
育
等

の
方
面
に
お
い
て
も
急
激
な
発

展
を
遂
げ
て
来
た
。
洲
高
・
洲

実
に
負
け
な
い
学
校
造
り
を
目

指
す
以
上
校
内
的
に
も
、
ま
た

対
外
的
に
も
そ
の
存
在
を
象
徴

し
表
現
す
る
校
旗
・
校
歌
を
制

定
し
て
は
と
の
声
が
生
徒
の
間

に
も
強
ま
っ
た
。
第
二
代
生
徒

会
長
小
久
保
正
雄
は
昭
和
二
七

年
の
選
挙
立
候
補
に
当
た
り

「
校
旗
・
校
歌
制
定
」
を
公
約

と
し
て
掲
げ
当
選
し
た
。

②
校
旗
・
校
歌
作
成
委
員
会

　

昭
和
二
七
年
の
夏
、
生
徒

会
・
同
窓
会
・
育
友
会
・
職
員

か
ら
各
々
代
表
を
二
名
ず
つ
出

し
本
委
員
会
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
（
戦
後
民
主
主
義
の
息
吹
を

感
じ
さ
せ
る
）。
生
徒
会
か
ら

は
小
久
保
会
長
、
氷
室
副
会
長

を
送
り
込
ん
だ
。

③
二
つ
の
難
題

　

校
旗
制
定
は
順
調
に
進
ん
だ

が
校
歌
は
思
わ
ぬ
難
題
に
直
面

し
た
。
育
友
会
か
ら
「
自
分
達

の
校
歌
は
自
分
達
で
作
れ
」
と

の
意
見
が
で
た
の
で
あ
る
。
そ

こ
で
生
徒
会
側
は
今
迄
生
徒
間

で
作
品
募
集
を
や
っ
た
こ
と
も

あ
る
が
結
局
要
領
を
得
な
い
で

終
わ
っ
て
い
る
事
、
校
歌
の
ご

と
き
学
校
を
象
徴
す
る
大
事
な

も
の
を
軽
は
ず
み
に
す
べ
き

で
な
い
等
主
張

し
こ
れ
は
ク
リ

ア
ー
し
た
。

　

つ
ぎ
の
難
題

は
公
募
か
特
命

か
特
命
な
ら
誰

を
選
ぶ
か
？
い

ず
れ
も
意
見
が

種
々
出
て
議
論

を
尽
し
た
の
で

あ
る
が
結
局
作

詞
は
竹
中 

郁
に

決
ま
っ
た
。

④
幸
運　

母
校
に

竹
中
と
昵
懇
の
人
物

　

半
世
紀
た
っ

た
今
校
歌
制
定

過
程
を
鳥
瞰
す
る
と
、
母
校
に

と
っ
て
幸
運
だ
っ
た
の
は
竹
中

と
言
う
著
名
な
詩
人
と
師
弟
・

朋
友
・
詩
友
の
関
係
に
あ
っ
た

隅
田
泰
弘
先
生
の
存
在
で
あ

る
。
小
川
元
延
先
生
に
伺
っ
た

と
こ
ろ
で
は
隅
田
先
生
は
「
大

阪
に
い
る
と
き
か
ら
昵
懇
な
の

で
竹
中 

郁
な
ら
頼
め
る
よ
」
と

関
係
者
に
言
っ
て
あ
っ
た
由
で

あ
る
。

　

又
竹
中
に
作
曲
者
の
相
談
を

す
れ
ば
大
澤
の
名
が
出
る
事
は

頷
け
る
。（
竹
中
・
大
澤
は
ほ

ぼ
同
じ
時
期
の
神
戸
生
ま
れ
・

関
学
・
深
江
文
化
村
と
い
う
共

通
点
も
多
く
、
お
互
い
に
芸
術

家
と
し
て
尊
敬
し
あ
う
な
か
で

あ
り
共
同
制
作
は
三
二
曲
に
も

及
ん
で
い
る
）

　

ま
さ
に
隅
田
→
竹
中
→
大
澤

の
ラ
イ
ン
は
母
校
に
と
っ
て
思

い
が
け
な
い
幸
運
の
糸
で
あ
っ

た
。

⑤
校
歌
秘
話　

新
池
～
箸
倉
山
～
黒

田
池
～
静
御
前
墓
・
・
案
内
し
つ
つ
心
通

う
会
話

　

六
〇
年
の
あ
ゆ
み
「
校
歌
秘

話
」
に
志
筑
を
訪
れ
た
竹
中
を

案
内
し
な
が
ら
交
わ
し
た
会
話

が
綴
ら
れ
て
い
る
。
ほ
の
ぼ
の

と
し
て
心
温
ま
る
。
竹
中
は
屈

託
な
く
笑
い
な
が
ら
言
っ
た

「
今
日
の
会
話
を
大
切
に
、
す

ば
ら
し
い
校
歌
を
つ
く
る
よ
」

と
。
そ
し
て
隅
田
先
生
は
こ
う

結
ん
で
い
る
「
こ
の
校
歌
が
ま

さ
に
”
交
響
詩
“
と
し
て
歌
い
続

け
ら
れ
る
限
り
、
津
名
高
は
常

に
前
進
し
、
素
晴
ら
し
い
若
者

が
限
り
な
く
多
く
育
っ
て
い
く

と
思
い
ま
す
」。　

（
校
歌
を
交
響

詩
と
言
い
放
っ
た
人
が
い
た
の
か　
　

詩
人
の
感
性
の
な
せ
る
技
と
思
う

−

本

稿
は
先
生
の
絶
筆

−

）

ⅱ 

大
澤
の
死
と

音
楽
界
の
永
い
忘
却

　

校
歌
作
曲
か
ら
八
カ
月
た
っ

た
一
〇
月
二
八
日
、
作
曲
・
編

曲
あ
わ
せ
て
九
〇
〇
以
上
を
残

し
て
大
澤
は
四
七
歳
の
若
さ
で

急
逝
し
た
。
こ
の
後
日
本
の
楽

壇
は
す
っ
か
り
大
澤
を
忘
れ

た
。「
そ
の
業
績
に
対
し
非
礼

な
程
の
忘
却
」
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。

①
日
本
人
は
昔
程
で
は
な
い

に
し
て
も
自
国
人
が
西
洋

ク
ラ
シ
ッ
ク
の
作
曲
を
す

る
こ
と
に
や
や
冷
淡
で
あ

る
。

②
大
澤
は
日
本
の
音
楽
学

校
に
行
か
ず
帰
国
後
の
音

楽
活
動
も
自
ら
の
実
力
に

頼
っ
て
独
立
独
行
で
あ
っ

た
た
め
楽
壇
で
の
人
脈
が

弱
か
っ
た
。

③
逝
っ
た
昭
和
二
八
年
が
誰

も
他
人
に
構
っ
て
い
ら
れ

な
い
慌
た
だ
し
く
余
裕
の

な
い
時
分
だ
っ
た
う
え
、

若
す
ぎ
る
死
で
あ
っ
た
。

④
譜
面
と
し
て
出
版
さ
れ
た

作
品
が
少
な
か
っ
た
こ
と

も
影
響
し
た
。

⑤
散
逸
を
免
れ
る
為
に
大
澤

家
に
保
管
を
し
た
こ
と
が

い
わ
ば
封
印
さ
れ
た
形
と

な
り
、
研
究
者
の
目
か
ら

遠
ざ
か
っ
た
。

【
第
三
楽
章
】

「
時
は
二
一
世
紀
―

遂
に
私
の
時
代
が
来
た
！
」

ⅰ 

復
活
の
の
ろ
し 

遺
品
発
掘

　

平
成
一
二
年
夏
、
藤
本
賢
市

（
神
戸
新
聞
記
者
）
と
片
山
杜

秀
（
日
本
近
代
音
楽
史
の
読
み

直
し
を
図
っ
て
い
た
音
楽
評
論

家
）
と
が
神
戸
の
大
澤
家
で
多

く
の
手
稿
譜
等
の
現
存
を
確
認

し
た
。
半
世
紀
に
わ
た
り
眠
り

続
け
て
い
た
遺
品
の
発
掘
は
大

澤
復
活
の
の
ろ
し
と
な
っ
た
。

片
山
は
平
成
一
五
年
リ
リ
ー
ス
の

「
日
本
作
曲
家
選
輯
・
大
澤
壽
人
」

の
企
画
に
参
画
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
は
平
成

一
五
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
レ
コ
ー

ド
部
門
最
優
秀
賞
を
受
け
た
（
余
談

だ
が
、
片
山
は
政
治
思
想
史
研
究

者
で
慶
応
義
塾
大
学
法
学
部
准
教

授
）
。
「
時
は
…
」
は
こ
の
Ｃ
Ｄ
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
。

ⅱ 

急
速
に
進
む
再
評
価

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
三
番
・
七
〇
年
ぶ
り
の

演
奏
会

　

そ
し
て
、
平
成
一
五
年
二
月

日
本
人
作
曲
家
の
再
評
価
を
目

指
す
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ニ
ッ
ポ

ニ
カ
が
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
三
番

を
蘇
演
し
本
格
的
再
評
価
が
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
の
ち
の
演
奏
会

や
Ｃ
Ｄ
リ
リ
ー
ス
に
よ
り
人
々

の
関
心
が
集
ま
り
始
め
た
。
こ

の
半
世
紀
を
超
え
る
と
き
の
流

れ
は
、
時
代
を
先
取
り
し
た
大

澤
作
品
に
時
代
が
追
い
付
く
た

め
に
必
要
な
熟
成
の
時
間
だ
っ

た
と
言
え
る
。

ⅲ 

遺
品
寄
贈
と
大
澤
資
料

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

　

平
成
一
八
年
八
月
（
時
あ
た

か
も
没
後
半
世
紀
・
生
誕
一
世

紀
の
誕
生
月
）
に
大
澤
家
は
生

前
大
澤
が
教
鞭
を
と
っ
て
い
た

神
戸
女
学
院
大
学
に
段
ボ
ー
ル

四
三
個
分
の
遺
品
を
寄
贈
し

た
。
同
大
学
音
楽
学
部
は
直
ち

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
研
究
・
分
析
に
か
か

り
、
目
録
の
作
成
・
コ
ン
サ
ー

ト
の
実
施
等
意
欲
的
に
取
り
組

む
。
同
チ
ー
ム
に
よ
れ
ば
「
録

音
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
及
び
「
評

伝
」
執
筆
が
進
行
中
で
あ
り
、

数
年
後
に
は
自
作
自
演
の
貴
重

な
音
源
資
料
を
も
と
に
Ｃ
Ｄ
を

リ
リ
ー
ス
し
、大
澤
か
ら
の
「
未

来
へ
の
遺
産
」
に
し
た
い
と
の

こ
と
で
あ
る
。
な
お
、目
録
「
煌

め
き
の
軌
跡
」
は
平
成
二
〇
年

度
音
楽
ク
リ
テ
イ
ッ
ク
・
ク
ラ

ブ
特
別
賞
受
賞
。

　

現
在
作
成
中
の
大
澤
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば

資
料
公
開
の
状
況
を
容
易
に
見

て
取
れ
る
こ
と
と
相
ま
っ
て
同

大
学
が
い
わ
ば
大
澤
ワ
ー
ル
ド

の
情
報
発
信
基
地
と
な
る
も
の

と
期
待
さ
れ
る
。　

演
奏
会
は
「
大
澤
壽
人
ス
ペ
ク
タ
ク

ル
」
と
称
し
分
析
が
進
ん
だ
曲
か
ら

順
次
蘇
演
し
て
い
る
。
平
成
二
四
年

三
月
三
日
の
公
演
「
大
澤
壽
人
ス
ペ

ク
タ
ク
ル
Ⅲ
」
は
そ
の
三
回
目
。
会

場
で
大
澤
の
長
男
壽
文
氏
と
お
会

い
出
来
た
の
で
い
い
校
歌
を
作
っ

て
頂
い
た
お
礼
を
申
し
上
げ
て
お

き
ま
し
た
。

ⅳ 

大
澤
作
品
を
継
続
的
に

上
演
し
て
い
る

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

　

神
戸
女
学
院
大
学
音
楽
学
部

及
び
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
・
ニ
ッ
ポ

ニ
カ
以
外
で
は
関
西
フ
ィ
ル

ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
が
大
澤

作
品
を
積
極
的
に
上
演
し
て
い

る
。
指
揮
者
飯
盛
泰
次
郎
は
ド

イ
ツ
で
も
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ

交
響
楽
団
を
指
揮
し
ピ
ア
ノ
協

奏
曲
第
三
番
を
上
演
し
た
。

ⅴ 

再
評
価
後
の
大
澤
作
品
の

取
り
上
げ
状
況

（
曲
名
、
再
評
価
後
の
上
演
等
）

・
ピ
ア
ノ
三
重
奏
曲　

演
奏
会
1
回
・
Ｃ
Ｄ

・
ピ
ア
ノ
五
重
奏
曲　

演
奏
会
1
回
・
Ｃ
Ｄ

・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
一
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
奏
会
1
回

・
交
響
曲
第
二
番　
　

演
奏
会
3
回
・
Ｃ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｔ
Ⅴ
放
映

・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
奏
会
3
回
・
Ｃ
Ｄ

・
ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
三
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
奏
会
8
回
・
Ｃ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｔ
Ⅴ
放
映

・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
小
協
奏
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
奏
会
1
回
・
Ｃ
Ｄ

・
交
響
曲
第
三
番　
　

演
奏
会
1
回
・
Ｃ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｓ
Ｔ
Ⅴ
放

映
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
協
奏
曲

　
　
　
　
　
　
　
　
　

演
奏
会
1
回
・
Ｃ
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｆ
М
放
送

・
そ
の
他
多
数

【
最
終
楽
章
】

オ
ー
ル
津
名
高
、

み
ん
な
で
共
有

「
誇
り
」
と
「
感
謝
」

　

我
が
校
歌
は
稀
代
の
天
才
作

曲
家
の
作
品
で
あ
る
。
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
・
交
響
曲
を
始
め
大
澤

の
膨
大
な
作
品
群
は
い
わ
ば
我

が
校
歌
の
兄
弟
で
あ
る
。
我
々

は
誇
り
と
親
し
み
を
持
っ
て
兄

弟
作
品
の
演
奏
さ
れ
る
会
場
へ

足
を
運
び
、
大
澤
音
楽
の
復
活

を
支
え
る
一
員
と
な
ろ
う
。（
そ

の
第
一
歩
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー

わが校歌の兄はピアノ協奏曲だった？
第一六期生　岡　内　とどむ

特
別
寄
稿

パリ時代の大澤壽人（二九歳）

！！



ネ
ッ
ト
・
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
「
大

澤
壽
人
」
を
検
索
し
、
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
第
三
番
他
を
聴
い
て
み

よ
う
）

　

同
時
に
校
歌
を

歌
う
時
、
我
々
は

竹
中
・
大
澤
と
い

う
素
晴
ら
し
い
コ

ン
ビ
を
選
び
、
そ

の
制
定
に
向
け
情

熱
を
傾
け
た
昭
和

二
七
・
二
八
年
当
時

の
生
徒
会
並
び
に

先
生
方
に
深
甚
な

る
感
謝
の
気
持
ち

を
持
と
う
。

（
今
回
、
田
中
崇
由
希
先

生
に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ウ
ィ
キ
ペ
デ
ィ
ア
の

両
氏
の
作
品
欄
に
「
兵
庫

県
立
津
名
高
等
学
校
校

歌
」
が
書
き
加
え
ら
れ
た
。

小
生
は
こ
れ
も
校
歌
制
定

に
関
わ
っ
た
人
々
へ
の
思

い
の
表
し
方
の
ひ
と
つ
と

受
け
と
め
る
）　
　
　

完

　

竹
中　

郁

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
詩
人
と

し
て
高
名
だ
っ
た
竹
中

は
井
上
靖
の
勧
め
も
あ

り
戦
後
は
児
童
文
化
の

育
成
に
後
半
生
を
捧
げ

た
（
隅
田
先
生
と
親
交

を
深
め
た
の
は
先
生
が

大
阪
に
お
ら
れ
た
こ
の

時
期
で
あ
っ
た
）
。
そ
し

て
徐
々
に
小
学
校
・
中

学
校
・
高
校
か
ら
校
歌

の
作
詞
依
頼
が
来
た
が
、

「
詩
人
の
社
会
参
加
」
の

表
明
と
し
て
こ
れ
に
応
じ
た
（
母
校

は
早
い
時
期
の
依
頼
で
あ
る
）
。
我

が
校
歌
も
含
め
そ
の
作
品
群
に
は

清
純
な
感
情
の
涵
養
、
考
察
力
や
友

情
の
育
成
な
ど
へ
の
願
い
が
込
め

ら
れ
、
明
朗
で
、
自
由
奔
放
に
作
詞

さ
れ
て
い
る
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。

そ
し
て
、
押
し
つ
け
が
ま
し
い
教
訓

や
道
徳
臭
、
過
度
に
郷
土
の
名
所
旧

跡
を
自
慢
す
る
こ
と
等
を
忌
避
し

て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
彼
が
何
よ

り
も
芸
術
性
が
備
わ
っ
た
歌
い
や

す
い
口
語
詩
で
あ
る
こ
と
や
、
明
る

く
気
品
に
満
ち
て
い
る
こ
と
を
校

歌
の
第
一
義
と
し
た
か
ら
で
あ
る
。

紫
綬
褒
章
等
受
章
。

参
考
（
引
用
）
文
献
・
・
・
・

別
途
母
校
へ
提
出
・
・
・
・

①
【
煌
（
き
ら
）
め
き
の
軌
跡
Ⅱ
】

平
成
二
三
年
八
月
刊　

（
九
三
ペ
ー
ジ
に

「
津
名
高
等
学
校
校
歌　

兵
庫
県
立
」
の

記
載
あ
り
（
泪
）
）

神
戸
女
学
院
大
学
・
大
澤
壽
人
遺
作
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
詳
細
目
録

②
【
い
ま
蘇
る
音
楽
大
澤
壽
人
―

セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ン
を
呼
ぶ
作
曲
家
】

平
成
二
三
年
度
研
究
助
成

神
戸
女
学
院
大
学
音
楽
学
部　

大
澤
資

料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表　

生
島
美
紀
子

③
【
阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が

　
　
　
　

生
み
出
し
た
二
人
の

音
楽
家
：
貴
志
康
一
と　
　

大
澤
壽
人
】

平
成
二
三
年
三
月

神
戸
大
学　

紀
要
論
文　

松
井
真
之
介

④
【
日
本
作
曲
家
選
輯
Ｃ
Ｄ
二
枚

　
　

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
三
番
・
交
響
曲　

第
三
番　

　
　

ピ
ア
ノ
協
奏
曲
第
二
番
・
交
響
曲　

第
二
番
】

Ｃ
Ｄ
に
つ
い
て
の
詳
し
い
解
説
文　

音
楽
評
論
家　

片
山
杜
秀　
　

平
成

一
五
・
一
八
年

⑤
【
竹
中 

郁
作
詞

　
　
　

「
紀
見
小
学
校
校
歌
」
試
論

―
故
�
田
豊
学
兄
に
捧
ぐ
―
】

平
成
一
九
年
三
月

関
西
学
院
大
学
・
史
紀
要
論
文

北
川　

久

⑥
【
楽
譜
他
コ
ピ
ー
】

平
成
二
四
年
三
月
七
日
神
戸
女
学
院
大
学

で
得
た
「
楽
譜
（
自
筆
鉛
筆
書
き
）・
歌

詞
原
稿
・
創
作
ノ
ー
ト
」
の
写
し
。
歌
詞

原
稿
に
は
（
男
子
の
方
に
む
く
よ
う
に
）

と
の
大
澤
の
書
き
込
み
が
あ
る
。
作
曲
依

頼
に
伺
っ
た
先
生
が
「
女
学
校
か
ら
男

女
共
学
へ
の
脱
皮
を
目
指
し
て
い
る
の
で

（
男
子
生
徒
を
意
識
し
）
意
気
揚
々
と
大

き
な
声
で
斉
唱
で
き
る
曲
を
作
曲
し
て
ほ

し
い
」
趣
旨
の
お
願
い
を
し
た
の
を
大
澤

が
書
き
と
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　　
筆
を
お
く
に
あ
た
っ
て

わ
が
交う

た

響
詩
を

　
い
ま
に
遺
せ
し

　
　
　
　
も
ろ
び
と
の

　
あ
つ
き
お
も
ひ
の

　
　
　
―
あ
り
が
た
き
か
な

（
隅
田
先
生
に
敬
意
を

払
い
校
歌
を
交
響
詩
と
表
す
）

　

本
起
稿
の
機
会
を
与
え
、
終
始
上
手
に
お

だ
て
て
く
れ
た
（
笑
） 

お
二
人
に
こ
の
詠
を
捧

ぐ
。

　

母
校
の
先
生
に
し
て
後
輩
・
・
・
・
・

浜
田
厚
美
さ
ん

　

お
の
こ
ろ
会
の仲

間
に
し
て
校
医
・
・
・
・
・

高
島
玲
子
さ
ん

　

母
校
の
在
学
生
及
び
同
窓
生

は
、
校
歌
に
つ
い
て
、
作
詞
者

は
近
代
詩
人
と
し
て
著
名
な
竹

中　

郁
氏
で
あ
る
こ
と
は
多
分

御
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す

が
、
作
曲
者
で
あ
る
大
澤
壽
人

氏
は
、
一
体
ど
ん
な
人
な
の
か
、

そ
も
そ
も
校
歌
は
、
ど
の
よ
う

な
経
緯
で
い
つ
頃
制
定
さ
れ
た

も
の
か
、
に
つ
い
て
は
殆
ど
御

存
知
な
い
し
、
知
る
機
会
も
な

か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

母
校
は
、
平
成
二
二
年
一
〇

月
一
〇
日
に
、「
し
づ
か
ホ
ー

ル
」
に
お
い
て
、
創
立
九
〇

周
年
記
念
式
典
を
盛
大
に
挙

行
し
ま
し
た
が
、
そ
の
際
に
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
日
本

が
世
界
に
誇
る
N
H
K
交
響
楽

団
の
堀　

正
文
氏
の
指
揮
の
下

で
、
N
響
室
内
合
奏
団
に
、
校

歌
を
演
奏
し
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
美
し
い
見
事
な
演
奏

に
、
当
日
出
席
し
て
い
た
関
係

者
約
八
〇
〇
名
の
全
員
が
、
あ

の
N
響
が
母
校
の
校
歌
を
演
奏

し
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
心
か

ら
感
激
し
ま
し
た
。
同
窓
会
事

務
局
で
は
、
こ
の
記
念
式
典
に

校
医
で
も
あ
る
高
島
玲
子
さ
ん

（
一
六
期
生
）
が
、
と
て
も
感

動
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、「
同

窓
会
の
会
報
へ
の
寄
稿
に
掲
載

し
た
い
の
で
、
校
歌
に
つ
い
て

是
非
と
も
執
筆
し
て
ほ
し
い
」

旨
を
申
し
入
れ
た
と
こ
ろ
、「
私

よ
り
同
期
生
の
岡
内
君
が
詳
し

い
。
な
ん
な
ら
私
か
ら
頼
ん
で

み
る
」
と
請
け
て
い
た
だ
き
後

日
内
諾
を
得
た
と
連
絡
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
改
め
て
事
務
局
か

ら
岡
内
さ
ん
に
、
原
稿
執
筆
の

依
頼
を
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

「
前
か
ら
関
心
が
あ
っ
た
の
で

作
曲
者
に
焦
点
を
あ
て
つ
つ
そ

の
ル
ー
ツ
を
調
べ
て
み
ま
し
ょ

う
」
と
快
く
引
き
受
け
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
、
今
回

こ
こ
に
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ

た
「
わ
が
校
歌
の
兄
は
ピ
ア
ノ

協
奏
曲
だ
っ
た
？
」
と
題
す
る

寄
稿
文
で
す
。

　

同
窓
生
の
皆
さ
ん
方
に
お
か

れ
ま
し
て
も
、
こ
の
寄
稿
文
を

お
読
み
に
な
っ
て
、作
曲
者
（
作

詩
者
）
の
素
晴
ら
し
さ
と
校
歌

制
定
の
ル
ー
ツ
に
感
動
さ
れ
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

岡
内
さ
ん
は
、
こ
の
寄
稿
文

を
完
成
す
る
に
あ
た
り
、
津
名

高
新
聞
を
含
む
各
種
の
文
献
を

調
べ
た
り
、
神
戸
女
学
院
大
学

に
出
向
い
た
り
、
母
校
へ
来
て

小
川
元
延
先
生
に
当
時
の
い
き

さ
つ
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
す
る
な
ど

長
期
間
に
わ
た
り
調
査
、
検
証

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
こ
に
、
同
窓
会
長

と
し
て
、
今
回
の
寄
稿
に
改
め

て
敬
意
を
表
す
る
と
共
に
、
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
校
歌
に
つ
い
て
勉

強
し
て
み
よ
う
と
の
後
輩
た
ち

へ
の
参
考
に
と
こ
の
た
び
岡
内

さ
ん
か
ら
各
種
文
献
・
C
D
・

楽
譜
コ
ピ
ー
等
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
本
来
校
歌
関
係
の
資
料
等

が
一
堂
に
集
め
ら
れ
在
学
生
が

自
由
に
閲
覧
で
き
る
事
が
望
ま

し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
機

会
に
例
え
ば
図
書
館
へ
の
校
歌

コ
ー
ナ
ー
設
置
（
そ
の
内
容
、

設
置
時
期
等
も
含
め
）
に
つ
き

具
体
的
に
母
校
と
協
議
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
実
現

で
き
れ
ば
現
在
図
書
室
に
あ
る

「
同
窓
生
文
庫
」
と
相
ま
っ
て

在
校
生
・
同
窓
生
の
シ
ン
ボ
ル

が
よ
り
充
実
い
た
し
ま
す
。
百

周
年
に
向
け
積
極
的
に
準
備
を

進
め
る
先
駆
け
に
な
る
も
の
と

確
信
い
た
し
ま
す
。（
我
々
は
、

こ
の
機
会
に
「
大
澤
壽
人
」
の

曲
を
聴
い
て
み
よ
う
。
通
販
で

な
ら
C
D
は
1,
0
0
0
円
程

度
で
買
え
る
よ
う
で
す
）

　

な
お
、
今
年
の
津
名
高
校
の

卒
業
式
は
、
平
成
二
四
年
二
月

二
八
日
に
挙
行
さ
れ
、
最
後
に

校
歌
斉
唱
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
回
校
歌
の
ル
ー
ツ
が
判
明

し
た
こ
と
を
祝
福
す
る
か
の
如

く
、
卒
業
生
一
九
八
名
全
員
が
、

例
年
に
な
い
ほ
ど
大
声
で
校
歌

を
斉
唱
し
て
い
た
こ
と
を
報
告

し
、
私
の
こ
の
紹
介
文
の
結
び

と
い
た
し
ま
す
。

　

岡
内
さ
ん
、
ほ
ん
と
う
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

わが校歌の兄はピアノ協奏曲だった？
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―
作
曲
者
を
中
心
に

　
　
　
　
　
　

校
歌
の
ル
ー
ツ
を
求
め
て
―

同
窓
会
長
　

薄
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